
 
文学講座  

没後 110 年 夏目漱石の世界 
         

陽光台公民館だより  

9 月 1 日号 回覧 

開催日 第 1回 １０月１７日（土） 

     第２回 １０月３１日（土） 
※連続講座なので回毎の募集はしません 

 

 

時間  午前１０時～正午 

場所  陽光台公民館 大会議室 

講師  文学研究家 栗原一郎先生 

持ち物 筆記用具  飲料 

対象  中学生以上 先着２０名 

申込  ９月８日（火）より陽光台公民館窓口か電話、QR コードでお申込みください 

陽光台公民館文化部主催 042-755-3451 

申込 QR コード 

毎年、栗原先生の資料と解説が大変わかりやすく、勉強になった
と多くの感想を頂いている大好評の文学講座です！ 
「源氏物語」「枕草子」「百人一首の世界」と続きましたが、今回
は夏目漱石について学んでいきたいと思います。 
ぜひ、ご参加ください！ 

【第 1 回】漱石の生涯 

意外と知られていない漱石の生涯を 

① 生い立ち ②学生時代 ③松山時代 ④熊本時代 ⑤ 留学時代 ⑥大学講師時代 ⑦朝日新聞時代 ⑧ 病床時代 

に分け、20 のエピソードを質問の形で取り上げながら概観します。 

（一例）①生い立ちのエピソード    夏目漱石の実名は？「（夏目」金之助」と命名された理由は？ 

                     漱石は生まれてすぐ「里子」に出されたがその理由は？ 

 今年（2026 年）は、森鴎外とともに近代文学を代表する夏目漱石の没後 110 年の年に当たります。（ちなみに

漱石の没年は 1916 年）漱石の作品といえば、「坊ちゃん」や「こころ」などがすぐ浮かんでくることでしょう。

そこで、この機会に漱石の文学世界を巨視的に（第 1 回）、微視的に（第 2 回）見ていきましょう。 

【第 2 回】漱石の作品 

漱石の主要な作品を①初期 ②中期 ③後期に分け、それぞれの時期の

特徴や、一貫するテーマ（例えば三角関係）をとらえます。 

その上で後期三部作の作品「こころ」について解釈と鑑賞を深めます。 

最後に漱石と鴎外を対比しながら、漱石の到達した境地「則天去私」に

ついて考察します。 


